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 南相馬市では、道の駅南相馬及び南相馬市サービスエリア利活用拠点施設の管理運営を

効果的かつ効率的に実施するため、指定管理者を募集します。 

 
１ 施設の概要 
【道の駅南相馬】 
（１）名称 
   道の駅南相馬 
（２）所在地 
   南相馬市原町区高見町二丁目３０番地の１ 
（３）施設の沿革、役割等 
   平成１９年３月に、車社会に対応した道路利用者や地域住民の休憩に関する「休憩機

能」、道路や地域の情報文化を発する「情報発信機能」、道の駅をきっかけにまちとまち

が手を結び合う「地域連携機能」をもち、観光資源等の情報発信と交流人口の拡大を図

り、また、近接する警察署、消防署、市立病院と連携し、災害時の緊急避難場所の役割

を担う防災拠点の機能を併せ持つ施設として整備し、平成１９年１０月１日にオープ

ンしました。その後は、当初の機能を十分に発揮し、地場特産品の販売や雇用、食材の

仕入れ等を通じて地域振興を担う施設として役割を果たしてきました。 
   震災後は、地場産品の販売強化や被災地支援の一環としての全国からの南相馬特産

品販売要請に積極的に応え、本市の安全・安心の発信や他の地域の方々との連携強化の

役割も果たしております。 
（４）設置目的 
   道の駅南相馬は、本市市街地に位置し、国道６号と市道桜井・下渋佐線の交差する交

通の要衝で本市情報の発信基地、来訪者と地域住民との交流の場、災害時の緊急避難場

所、市街地内への玄関口としての機能を有し、地域特産品の販売を通し地域経済への波

及も大いに期待されています。 
   道の駅南相馬の地域に果たす役割は、多種多様なものがあり、情報・人・物の交流が

地域経済や他の活動の活性化に寄与できるものと判断し、本市の観光・交流・物産販売

振興の拠点施設として期待されています。 
   さらに震災後は、市民はもとより、市外の方々に対して復興情報の発信を行うことに

よる風評被害払拭の役割も期待されています。 
（５）基本方針 
   指定管理者の創意工夫に基づいた管理運営により、質の高いサービスを利用者に提

供するとともに、利用者が世代を超えて交流のできる、地域に根ざした施設、さらに

は地域の活性化につなげる拠点となることを目指します。 
（６）施設概要 
   施設全体面積                     １３，７８２．８０㎡ 
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   【市施設】 
    ・観光交流施設（鉄骨造平屋建）              ４８７．８８㎡ 
      ホール                       （２２０．６７㎡） 
      調理実習室                      （６７．４８㎡） 
      ギャラリーなど                    （９４．７７㎡） 
      事務室                        （１０．５０㎡） 
      倉庫                         （３０．６９㎡） 
      トイレ                        （３５．３４㎡） 
      風除室                        （１６．１８㎡） 
      その他共用部分等                   （１２．２５㎡） 
    ・物産販売施設（鉄骨造平屋建）              ４３０．８１㎡ 
      物産販売・レストラン・通路             （３００．８４㎡） 
      厨房                         （３８．３５㎡） 
      食品庫・倉庫                     （２３．５７㎡） 
      厨房前廊下                       （５．１０㎡） 
      トイレ                        （３２．９７㎡） 
      駅長・スタッフ室                   （２９．９８㎡） 
    ・イベントプラザ                      ２２８．００㎡ 
    ・駐車場                       大型駐車場 １８台 
   【国施設】 
    ・道路情報案内施設（鉄骨造平屋建）            １３１．１１㎡ 
    ・トイレ施設（鉄骨造平屋建）               １７１．００㎡ 
    ・駐車場            普通車６８台、身障者用３台、駐輪場２箇所 
    ※管理区分については、別添図面のとおり 
（７）運営に係る事項 
   ①利用者数                          （単位：人） 

項目 令和６年度 令和７年度 
観光交流施設 １４，８４５ ２８，１８０ 
物産販売施設 ２４２，６１６ ２３３，６９１ 
総合計 ２５７，４６１ ２６１，８７１ 

 
   ②収支状況 
   【観光交流施設】 

収入                            （単位：円） 
項目 令和６年度 令和７年度 

施設利用料収入等 １６８，７３０ １５７，０９６ 
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指定管理料 ０ ０ 
合計 １６８，７３０ １５７，０９６ 

 
支出                            （単位：円） 

項目 令和６年度 令和７年度 
人件費 ５４７，５００ ５４７，５００ 
消耗品費 ９２，０８４ １１１，２８０ 
燃料費 ６５７，８８６ ６５７，８８６ 
光熱水費 １，３２４，８９２ １，４３５，８４４ 
ごみ収集運搬費 ９１，２２２ ９０，９１１ 
清掃費 ８４６，５４７ ８４６，５４７ 
業務委託料 ６０４，５１７ ５５０，６２９ 
修繕費 ０ ０ 
合計 ４，１６４，６４８ ４，２４０，５９７ 

 
収支                            （単位：円） 

項目 令和６年度 令和７年度 
収入―支出 △３，９９５，９１８ △４，０８３，５０１ 

 
   【物産販売施設】 
   収入                             （単位：円） 

項目 令和６年度 令和７年度 

受託品売上 １１６，８３７，２８３ １２０，８５１，４２１ 

飲食売上 ４９，１９３，５２７ ４８，２９２，９１７ 

自販機手数料 ２，３１８，６８５ ２，２５０，６９６ 

管理料収入 ３０４，１８５ ２９２，５５１ 

手数料収入 ３５０，０２０ ３１０，７３４ 

営業外収益 ５，１３３，１２０ ５，０５２，０２１ 

合計 １７４，１３６，８２０ １７７，０５０，３４０ 
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支出                             （単位：円） 
項目 令和６年度 令和７年度 

売上原価 １１６，１７７，１６６ １１８，４４９，３７７ 

販売費及び一般経費 １０１，１５８，３０９ ９３，３３２，７４８ 

内

訳 

給与賞与 ４１，７６１，７０５ ４４，７２１，２０５ 

福利厚生費 １０，７１７，６３８ ９，２７２，０８７ 

水道光熱費 ９，７２９，８５２ ８，６３１，３４７ 

その他 ３８，９４９，１１４ ３０，７０８，１０９ 

営業外費用 ０ ０ 

合計 ２１７，３３５，４７５ ２１１，７８２，１２５ 

 

項目 令和６年度 令和７年度 

収入－支出 △４３，１９８，６５５ △３４，７３１，７８５ 

 
【南相馬市サービスエリア利活用拠点施設】 
（１）名称 
   南相馬市サービスエリア利活用拠点施設 

（２）所在地 
   南相馬市鹿島区浮田字椵木沢２１２番地の１ 

（３）施設の役割、沿革等 
   常磐自動車道の開通は、物流環境の向上や、救急医療体制の充実など生活環境向上に

寄与するものの、消費活動や住民のストロー現象が懸念されました。高速道路の整備を

地域の活性化に結び付けるためには、高速道路利用者がこの地に足を止め、本地域への

認識を深める機会を創出することによる交流人口の拡大と消費活動の活性化が重要で

あることから、このことに寄与する場を整備したものです。 
   一般公募により採用された「セデッテかしま」の愛称で親しまれる当施設は、常磐自

動車道南相馬鹿島サービスエリアに隣接し、高速道路及び一般道路（県道相馬浪江線）

の双方向から利用可能で、単なる休憩施設としてだけでなく情報発信機能や地域連携

機能を備えた、南相馬市の歴史と個性がデザインに盛り込まれた観光施設です。 

   平成２７年４月のオープン以来多くの方にご利用いただき、令和７年８月には１，２

００万人を達成しました。 
（４）設置目的 
   サービスエリア利活用拠点施設は、本市の物産、観光及び伝統文化など多様な地域

情報を発信し、交流機会を創出するとともに、地域産業の振興及び地域の活性化を図
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ることを目的とします。また、原発事故による農林水産物を始めとする地域産品の風

評被害を払拭するため的確な情報の発信を行い、ひいては消費拡大への起爆剤となる

施設として期待されます。 
（５）基本方針 
   指定管理者の創意工夫に基づいた管理運営により、質の高いサービスを施設利用者

に提供するとともに、施設利用者と地域の人々が世代を超えて交流ができる地域に根

ざした施設、さらには地域の活性化につなげる拠点となることを目指します。 
（６）施設概要 
   敷地面積                         １６，８０３㎡ 
   延床面積（鉄骨造平屋建て）                 １，３６７㎡ 
    ・情報発信施設 
      ホール（広域観光ブース）                  ９１㎡ 
      コミュニティ広場                     １７１㎡ 
       コミュニティスペース                 （１３２㎡） 
       倉庫                          （３９㎡） 
    ・物産販売、飲食提供施設 
      物販スペース                       ３６１㎡ 
       販売スペース                     （２８１㎡） 
       荷捌き室                        （４０㎡） 
       倉庫                          （４０㎡） 
      フードコート                       ２８０㎡ 
       客席                         （１８４㎡） 
       厨房                          （６０㎡） 
       検収室                         （１７㎡） 
       食品庫                         （１９㎡） 
      テイクアウト店舗（８㎡×３店舗）              ２４㎡ 
    ・公衆トイレ                         １０２㎡ 
       男子トイレ                       （４５㎡） 
       女子トイレ                       （４５㎡） 
       多目的トイレ（６㎡×２か所）              （１２㎡） 
    ・その他建物内部施設                     １９２㎡ 
       事務室                         （５３㎡） 
       会議室兼休憩室                     （４２㎡） 
       スタッフルーム                     （１５㎡） 
       スタッフ更衣室                     （１３㎡） 
       スタッフトイレ                      （４㎡） 
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       湯沸室                          （４㎡） 
       風除室                         （３８㎡） 
       予備室                         （２３㎡） 
    ・デッキテラス                        １４６㎡ 
    ・駐車場 
      第二駐車場                      ３，０５０㎡ 
       上り：小型９台・大型３台 
       下り：小型９台・大型３台 
       ※第一駐車場は、ネクスコ東日本が所管するサービスエリア内 
     一般駐車場（第一）                   ２，８２９㎡ 
       小型４２台・大型４台 
      一般駐車場（第二）                  ２，８３７㎡ 
       小型７０台 
    ・子どもの遊び場（ボールトランポリン）           ７１．８㎡ 
      対象：３～１２歳 
      ボール数：２１４個 
      耐荷重：７．１ｔ 
    ・ドッグラン（構造：ウッドチップ敷）             ３００㎡ 
      小型犬用                        （１１０㎡） 
      中型・大型犬用                     （１８０㎡） 
（７）運営に係る事項 
   ①利用者数                               （単位：人） 

項目 令和６年度 令和７年度 

全入館者数 １，３３９，７００ １，３８５，５７２ 

（うち物販客数） ４５７，８０２ ４７３，３０８ 

（うち厨房客数） ２７２，７５８ ２６８，８０５ 

（テナント客数） １０１，７８１ １０１，２２６ 

   ②収支状況 

   収入                                  （単位：円） 

項目 令和６年度 令和７年度 

受託品売上 ７６４，５０３，４１４ ８０４，０２３，３４５ 

飲食売上 １８２，５１５，１０９ １９４，３６８，３６４ 

テナント売上 ７６，６２４，３１２ ８０，５７４，６９６ 

その他収入 ９，２５１，２３４ ９，３５７，３８６ 

営業外収益 ８５６，０４０ ４０５，７１７ 

合計 １，０３３，７５０，１０９ １，０８８，７２９，５０８ 
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   支出                                  （単位：円） 
項目 令和６年度 令和７年度 

売上原価 ７２９，２３０，３９３ ７６９，６９１，１８３ 

販売費及び一般経費 ２３８，４７２，５２３ ２５６，１６５，８４７ 

内

訳 

給与賞与 ９９，１７５，１７８ １１４，１００，０５１ 

福利厚生費 ２０，８８２，６０３ ２０，８３６，３００ 

水道光熱費 ２０，６０５，０１７ ２，０２８，０３１ 

その他 ９７，８０９，７２５ １１９，２０１，４６５ 

営業外費用 ２０，７８９ １，３９５ 

合計 ９６７，７２３，７０５ １，０２５，８５８，４２５ 

   収支                                  （単位：円） 
項目 令和６年度 令和７年度 

収入－支出 ６６，０２６，４０４ ６２，８７１，０８３ 

 

２ 指定管理者が行う管理の基準 

【道の駅南相馬】 
（１）開業日 
   開業日は１月１日から１２月３１日までとします。 
   ただし、指定管理者が特に、必要があると認めるときは、市長の承認を得て、開業

日を変更することができますので、提案してください。 
（２）開業時間 
   開業時間は、午前８時３０分から午後９時３０分とします。なお、観光交流施設及び

物産販売施設の施設利用は午前９時から午後９時までとし、状況に応じ適宜対応する

こととします。 
   ただし、指定管理者が特に必要と認めるときは、市長の承認を得て、開業時間を変更

することができますので、提案してください。 
   国施設である道路情報案内施設、トイレ施設及び駐車場の供用時間は、午前零時か

ら午後１２時まで（２４時間）となります。 
   ただし、国施設については指定管理には含まず、別途委託契約（契約金額：無償）を

予定しています。 
（３）南相馬市情報公開条例の適用 
   指定管理者は、南相馬市情報公開条例の規定に基づき、公の施設に関する情報の公

開を行うための必要な措置を講じていただきます。 
（４）個人情報の保護に関する法律及び南相馬市個人情報保護条例の適用 
   指定管理者は、個人情報の保護に関する法律及び南相馬市個人情報保護条例の規定

に従い、公の施設の管理を通じて取得する個人情報を保護するために、必要な措置を
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講じていただきます。 
（５）関係法令及び条例・規則の規定を遵守 
   指定管理者は、下記の法令等を遵守してください。なお、指定期間中、関係法令等

に改正があった場合は、改正した内容を適用すること。 
   ・南相馬市道の駅条例、同施行規則 

・地方自治法、同施行令、同施行規則ほか行政関連法 
・南相馬市情報公開条例、同施行規則 
・南相馬市個人情報保護条例、同施行規則 
・南相馬市行政手続条例、同施行規則 
・労働基準法、労働組合法、労働安全衛生法、最低賃金法、 
労働者派遣法ほか労働関係法令 
・建築基準法、消防法、電気事業法、水道法、フロン排出抑制法ほか施設や設備の

維持管理に関する法令 
・食品衛生法、建築物の衛生的環境の確保に関する法律ほか衛生関係法令 

（６）維持管理業務 
   施設及び設備は、その機能と特性を十分に把握した上で全ての施設を清潔に保ち、

かつその機能を正常に保持するとともに、効率的な運転と必要に応じた保守点検を行

ってください。 
（７）運営業務 

・利用者に対して公平かつ適切にサービスの提供を行うこと。 
・利用者の安全対策を第一に運営すること。 
・利用者に対応する時は、明るい笑顔で挨拶し、親切・丁寧を心がけるように努め

ること。 
・利用者のニーズを常に把握し、管理運営に反映するように努めること。 
・施設内を清潔に保つとともに、光熱水費の削減に努めること。 
・災害時、緊急時に備えた危機管理を徹底すること。 

（８）環境に対する取組 
   南相馬市環境基本条例を遵守し、環境に配慮した施設管理に努めていただきます。 
（９）業務の委託等 
   指定管理者は、本事業の全部を第三者に委託し、又は請け負わせることはできません。 
   ただし、清掃、警備など主要な業務以外の部分的な業務については、市の承諾を得て専門

の事業者に再委託することができます。 
（10）SDGs（持続可能な開発目標）に対する取組 
   施設の管理運営に当たっては、SDGsの理念に沿って取り組むこと。 
   ※管理の基準に関する細目的事項は、協議の上、協定で定めます。 
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【南相馬市サービスエリア利活用拠点施設】 
（１）休館日等 
   原則、無休とします。 
   ただし、指定管理者が、特に必要と認めるときは、市長の承認を得て、臨時に休館

日及び供用休止日を定めることができます。 
   なお、休館日等を定める際は、あらかじめ高速道路利用者及び地元住民への周知を

図ること。 
（２）開館時間等 
   情報発信施設、物産販売及び飲食提供施設の開館時間は、午前８時から午後８時ま

でとします。 
   広場及び駐車場の供用時間は、午前零時から午後１２時まで（２４時間）とします。 
   ただし、指定管理者が、特に必要と認めるときは、市長の承認を得て、開館時間及

び供用時間を変更することができます。 
（３）南相馬市情報公開条例の適用 
   指定管理者は、南相馬市情報公開条例の規定に基づき、公の施設に関する情報の公

開を行うための必要な措置を講じていただきます。 
（４）個人情報の保護に関する法律及び南相馬市個人情報保護条例の適用 
   指定管理者は、個人情報の保護に関する法律及び南相馬市個人情報保護条例の規定

に従い、公の施設の管理を通じて取得する個人情報を保護するために、必要な措置を

講じていただきます。 
（５）関係法令及び条例・規則の規定の遵守 
   指定管理者は、下記の法令等を遵守してください。なお、指定期間中、関係法令等

に改正があった場合は、改正した内容を適用すること。 
   ・地方自治法、同施行令、同施行規則ほか行政関連法 
   ・南相馬市サービスエリア利活用拠点施設条例、同施行規則 
   ・南相馬市情報公開条例、同施行規則 
   ・南相馬市個人情報保護条例、同施行規則 
   ・南相馬市行政手続条例、同施行規則 
   ・労働関係法令（労働基準法、労働組合法、労働安全衛生法、最低賃金法、 

労働者派遣法ほか） 
   ・施設や設備の維持管理に関する法令（建築基準法、消防法、電気事業法、 

水道法ほか） 
   ・衛生関係法令（食品衛生法、建築物の衛生的環境の確保に関する法律ほか） 
   ・その他指定管理業務を行うにあたり遵守すべき法令ほか 
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（６）維持管理業務 

   施設及び設備は、その機能と特性を十分に把握した上で全ての施設を清潔に保ち、か

つその機能を正常に保持するとともに、効率的な運転と必要に応じた保守点検を行っ

てください。 
（７）運営業務 

   ・利用者に対して公平かつ適切にサービスの提供を行うこと。 
   ・利用者の安全対策を第一に運営すること。 
   ・利用者に対応する時は、明るい笑顔で挨拶し、親切・丁寧を心がけるよう努める

こと。 
   ・利用者のニーズを常に把握し、管理運営に反映するよう努めること。 
   ・施設内を清潔に保つとともに、光熱水費の削減に努めること。 
   ・災害時、緊急時に備えた危機管理を徹底すること。 
（８）環境に対する取組 
   南相馬市環境基本条例を遵守し、環境に配慮した施設管理に努めていただきます。 
（９）業務の委託等 
   指定管理者は、本事業の全部を第三者に委託し、又は請け負わせることはできません。 
   ただし、清掃、警備など主要な業務以外の部分的な業務については、市の承諾を得て専門

の事業者に再委託することができます。 
（10）SDGs（持続可能な開発目標）に対する取組 
   施設の管理運営に当たっては、SDGsの理念に沿って取り組むこと。 
   ※管理の基準に関する細目的事項は、協議の上、協定で定めます。 
 
３ 指定管理者が行う業務の範囲 
【道の駅南相馬】 
（１）道の駅南相馬の管理及び運営に関する業務 
（２）道の駅条例第３条各号に掲げる事業に関する業務 
   ア 休憩場所の提供に関すること 
   イ 南相馬市の観光・交流及び物産に関する情報の提供に関すること 
   ウ 特産品等の展示及び販売に関すること 
   エ 飲食物の提供に関すること 
   オ 交流事業の企画及び実施に関すること 
   カ その他道の駅の設置の目的を達成するために必要な事業 
（３）道の駅南相馬の利用許可及び利用の取消し等に関する業務 
（４）利用に係る料金（以下「利用料金」という。）の徴収に関する業務 
（５）利用料金の減額及び免除に関する業務 
（６）前各号に掲げるもののほか、道の駅南相馬の管理運営上市長が必要と認める業務 
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（７）関係法令及び条例・規則の規定に定める法定義務及び保守点検業務 

（８）緊急時対策、防災対策に係るマニュアルの作成及び職員の育成に関する業務 
（９）指定避難所としての対応 
   指定管理者は、本施設が市から指定避難所に指定されていることを了承するととも

に、地震、風水害、その他の災害が発生した場合又は国民保護による避難を必要とした

際には、市の指示に従い、次の業務を行なうこと。 
   ①施設の開錠及び避難者の受け入れ業務 
   ②施設の設備、備品などの提供 
   ③避難所運営の支援・協力 
（10）投票所としての対応 

   指定管理者は、本施設が市選挙管理委員会から公職選挙法に基づく投票所等として

使用依頼が行われた際は、自主事業を含めその他利用に優先して協力しなければなら

ないものとし、利用予定者との連絡調整に必要な措置は指定管理者が行うものとしま

す。 

（11）国施設（道路情報案内施設、トイレ施設、駐車場、その他工作物）に関する業務 

   国から市が管理委託されています。このため当該指定管理の定めによらず、市が別

途管理に係る委託を発注します。その際の電気料については国が、水道料及び下水道

使用料については市が直接負担します。 

 
【南相馬市サービスエリア利活用拠点施設】 
（１）サービスエリア利活用拠点施設の管理及び運営に関する業務 
（２）条例第４条に掲げる事業に関する業務 

（３）利用の許可及び利用の取消し等に関する業務 
（４）利用に係る料金（以下「利用料金」という。）の徴収及び減免に関する業務 
（５）法令に定められた施設管理業務（ 

（６）防災に関する業務 
   ・緊急時対策、防災対策に係るマニュアルの作成及び職員の育成に関する業務 
   ・災害時における市の対応への全面的な協力に関すること 
（７）サービスエリア利活用拠点施設の管理運営上、市長が必要と認める業務 
（８）その他詳細業務は、別紙の業務仕様書のとおり 
 
４ 指定の期間 
【道の駅南相馬及び南相馬市サービスエリア利活用拠点施設】 
  ２０２７年（令和９年）４月１日から２０３２年（令和１４年）３月３１日まで（５

年間）とします。 
  市は、指定管理者の指定を取り消し、又は業務の全部又は一部を停止又は廃止させる



13 
 

ことができます。 
  また、業務とは、道の駅南相馬又は南相馬市サービスエリア利活用拠点施設のいずれ

かの施設の全部又は一部の管理業務のことです。 
  業務の全部又は一部を停止又は廃止させた場合において発生する費用は、指定管理者

の負担とします。 
  市は、業務の全部又は一部の停止又は廃止をさせる場合、停止又は廃止しようとする

日の３月前までに指定管理者に通知します。 
  なお、「南相馬鹿島サービスエリア1周辺開発事業」の進捗によって、指定管理期間が

短くなる場合があります。 
 
５ 自主事業 
【道の駅南相馬及び南相馬市サービスエリア利活用拠点施設】 
  指定管理者は、施設の設置目的を達成するため、本施設を活用し自主事業を実施でき

ますので、自主事業計画書により提案してください。 
  なお、行政財産の目的外使用に該当する自主事業は事前に市の許可、それ以外の自主

事業でも事前に市の承認が必要となります。 
（１）自主事業とは、施設の設置目的に沿って指定管理者が独自に企画し行う事業です。

施設内においてイベントや物販などを開催し、設置条例で定める利用料金以外の料金

を参加者等から徴収する事業を含みます。 
（２）自主事業の実施により収入を得た場合は、その収入は指定管理者に帰属します。な

お、自主事業の実施に要する経費は指定管理料には含まれません。 
（３）自主事業の実施の可否は、施設の設置目的に照らして判断することになりますの

で、設置目的を踏まえてふさわしくないと判断される事業の場合は、実施の許可・承

認しないことがあります。 
（４）自主事業が、指定管理業務に支障を与えていると判断される場合は、自主事業の改

善、中止等を命じる場合があります。 
（５）提案する自主事業の実施を市が認めない場合、申請そのものを辞退する可能性があ

る団体は、必ずその旨を事業計画書に明示してください。 
 
６ 利用料金収入の取扱い 
【道の駅南相馬】 
（１）施設の利用料金は、指定管理者の収入として取扱います。また、指定管理者は、市と

利用料金の額の設定に係る協議を行い、条例の範囲内で利用料金の額を決定します。 
（２）南相馬市障がい者の利用に係る公の施設の使用料又は利用料金の免除に関する条例

第２条、同施行規則第２条、南相馬市道の駅条例第２２条、同施行規則第１４条の規

 
1 南相馬市サービスエリア利活用拠点施設と同義。 
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定に該当する場合は、利用料金を減額し、又は免除するものとします。 
   なお、施設の有効利用、利用促進、利便性の向上等を考慮し、事前に協議の上、利

用料金の減免の基準を設定することができます。 
   また、減免による利用料金収入の減収については、補填等の措置は行いません。 
 
【南相馬市サービスエリア利活用拠点施設】 
（１）施設の利用料金は、指定管理者の収入として取り扱います。また、指定管理者は、市

と利用料金の額の設定に係る協議を行い、条例の範囲内で利用料金の額を決定します。 
（２）南相馬市障がい者の利用に係る公の施設の使用料又は利用料金の免除に関する条例

第２条、同施行規則第２条、南相馬市サービスエリア利活用拠点施設条例第２６条、

同施行規則第７条の規定に該当する場合は、利用料金を減免し、又は免除するものと

します。 
   なお、施設の有効利用、利用促進、利便性の向上等を考慮し、事前に協議の上、 

利用料金の減免の基準を設定することができます。 
   また、減免による利用料金収入の減収については、補填等の措置は行いません。 
 
７ 指定管理者と市の責任区分 
【道の駅南相馬】 

項目 指定管理者 市 
運営の基本的考え方 ◎ ○ 

条例・規則事項 
広報 ◎ ○ 

市広報関係 
物価変動 ◎  
金利変動 ◎  
施設の管理運営 ◎  
物品の管理 ◎  
必要な消耗品の購入 ◎  
備品の購入、修繕、管理 ◎  
施設の利用許可 ◎  
審査請求（不服申立）、行政財産の目的外使用許可  ◎ 
苦情対応 ◎ ○ 
事故・火災対応（利用者の安全確保、避難誘導、被

害調査、報告、応急措置） 
◎ 

 
○ 

災害復旧  ◎ 
施設及び設備の修繕、改修 ◎  
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（１件５０万円未満） 
施設及び設備の修繕、改修 
（１件５０万円以上） 

協議事項 

利用者に係る施設賠償保険の加入 ◎  

第三者への賠償 
指定管理者として注意義務を

怠ったことによるもの 
◎  

上記以外の理由によるもの  ◎ 
施設の火災保険への加入  ◎ 
包括的管理責任  ◎ 
◎印が主たる責任者とし、○印は補完的対応である。 
※施設とは、南相馬市道の駅条例第２条第１項第３号に記載の施設をいう。 
 

【南相馬市サービスエリア利活用拠点施設】 
項目 指定管理者 市 

運営の基本的考え方 ◎ ○ 
条例・規則 

広報 ◎ ○ 
市広報関係 

物価変動 ◎  
金利変動 ◎  
施設の管理運営 ◎  
物品の管理 ◎  
必要な消耗品の購入 ◎  
備品の購入、修繕、管理 ◎  
施設の利用許可 ◎  
審査請求（不服申立）、行政財産の目的外使用許可  ◎ 
苦情対応 ◎ ○ 
事故・災害対応（利用者の安全確保、避難誘導、被

害調査、報告、応急措置） 
◎ ○ 

災害復旧  ◎ 
施設及び設備の修繕、改修 
（１件５０万円未満） 

◎  

施設及び設備の修繕、改修 
（１件５０万円以上） 

協議事項 

利用者に係る施設賠償保険の加入 ◎  
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第三者への賠償 
指定管理者として注意義務を

怠ったことによるもの 
◎  

上記以外の理由によるもの  ◎ 
施設の火災保険への加入  ◎ 
包括的管理責任  ◎ 
◎印が主たる責任者とし、○印は補完的対応である。 
※施設とは、南相馬市サービスエリア利活用拠点施設条例第３条第１項各号に記載の施

設をいう。 
【道の駅南相馬及び南相馬市サービスエリア利活用拠点施設】 
【備品の取扱い】 
・備品は１物品あたり５万円以上のものとする。 
・指定管理者は、備品を購入または修繕する必要が生じた場合は、市に報告すると 
ともに協議すること。 
・指定管理者は、指定管理料で購入した備品の台帳を整備するものとする。（破損等 
により廃棄した場合も台帳に記録する。） 
・指定管理料で購入した備品の所有権は最終的に市に帰属するものとする。このこ 
とから、指定期間が満了する際には、指定管理者と市の間で備品について協議の上、

指定管理者は市に対して「寄附申込書」を提出するものとする。 
・市は指定管理者へ対して「寄附申込承諾書」を交付するものとする。 

 
８ 実地調査及び実績評価に関する事項 
【道の駅南相馬及び南相馬市サービスエリア利活用拠点施設】 
  市は指定期間中に実地調査及び実績評価を実施します。 
（１）事業報告書の提出 
   指定管理者は事業報告書を作成し市に提出します。 
（２）実地調査の実施 
   市は、指定管理者の業務の遂行状況や実績を確認するため、実地調査を行います。 
（３）実績評価の実施 
   市は事業報告書及び実地調査に基づいて、業務の水準を確認するために実績評価を

行います。 
   なお、実績評価の結果、指定管理者の業務が基準を満たしてないと判断した場合、

市は指定管理者が必要な改善措置を講じるよう通知や是正通告を行い、それでも改善

がみられない場合、指定を取り消すことがあります。 
 
９ 指定管理料 
【道の駅南相馬及び南相馬市サービスエリア利活用拠点施設】 
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（１）指定管理料 

   施設の管理運営に要する一切の経費（人件費、管理費、事務費等）については、物

産販売、飲食提供に係る売上収入、利用料金収入及びその他の収入をもって充てるも

のとし、市は指定管理料の支払いをいたしません。 
   ただし、業務の全部又は一部を停止又は廃止となった場合には、翌年度から、指定

管理者の提案額を基に実績を勘案し協議の上、指定管理料の額を「年度協定」におい

て定め、市から指定管理者に支払うこととします。指定管理料には、自主事業に伴う

経費等は加味されません。 
（２）納入金 

   市への納入金については、申請者からの提案により額を決定いたします。 

   提案していただく納入金は、売上及び利用料金等の収入から仕入費用や販売及び一

般管理費等の支出を差し引いた「経常利益」に対して申請者が提案する率（以下「納

入率」という。）を乗じて算出していただきます。 

   また、納入金については、提案された納入率、金額を基本とし、市と指定管理者で

協議の上、協定で定めます。 
   なお、各年度の決算において、経常利益が、当初設定した経常利益を超えた場合に

は、経常利益から当初設定した経常利益を差し引いた額の３０％に相当する額を追加

納入していただきます。 
   納入金は、市が発行する納付書により、市が指定する期日までに納入するものとし

ます。 

   納入金は、業務の全部又は一部を停止又は廃止となった場合又は納入金の額を変更

すべき特別な事情が生じた場合には、市と指定管理者が協議の上、定めるものとしま

す。 
 

１０ 応募資格 
【道の駅南相馬及び南相馬市サービスエリア利活用拠点施設】 
（１）市内にその活動の拠点となる事業所または事務所を有する法人その他の団体（以下

「団体」という。）とします。 
（２）次に該当する団体は、応募することができません。 
   ①地方自治法施行令第１６７条の４の規定に基づき、市の入札に参加できない団体 
   ②地方自治法第２４４条の２第１１項の規定に基づき、指定の取消し処分を直近２

年以内に受けた団体 
   ③指定管理者の指定を管理の委託とみなした場合に，地方自治法第９２条の２（議員

の兼業禁止）、第１４２条（市長の兼業禁止）、１６６条（副市長の兼業禁止）又は第

１８０条の５第６項（委員会の委員の兼業禁止）の規定に抵触することとなる団体 
   ④市税を滞納している団体（法人以外にあっては、代表者が滞納している場合） 
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   ⑤会社更生法､民事再生法等による手続きを行っているもの 
   ⑥法人格がない団体にあたっては、その代表者が以下のいずれかに該当している場合 
    ア 法律行為を行う能力を有しない者  
    イ 破産者で復権を得ない者  
   ⑦暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第２号に掲げる暴力団及

びそれらの利益となる活動を行う団体 
 
１１ 募集要項の配布等 
【道の駅南相馬及び南相馬市サービスエリア利活用拠点施設】 
（１）配布場所及び連絡先 

南相馬市役所 商工観光部観光移住課観光係 
住所 〒975-8686 南相馬市原町区本町二丁目27番地 
電話 0244-24-5263 
E-mail：kankoiju@city.minamisoma.lg.jp 
※募集要項や提出書類等の関係書類は市のホームページからダウンロードできます。 
市ホームページアドレス：http://www.city.minamisoma.lg.jp/ 

（２）配布期間 
令和８年７月２４日（金）から令和８年９月２５日（金）まで 

   （土日祝祭日を除く、午前８時３０分から午後５時まで） 
（３）現地説明会の開催 

応募方法、提出書類等についての説明会を下記により開催します。 
申請書の提出を予定している団体は必ず出席願います。 

   ①日  時 ： 令和８年８月２１日（金）午後２時から午後４時まで 
②場  所 ： 南相馬市役所 北庁舎 ２階会議室 
③参加人数 ： 各団体とも２名以内 
④申込方法 ： 令和８年８月１４日（金）午後５時までに、上記連絡先へ説明会 

参加申込書（様式１）を持参又はE-mailにより提出願います。 
（４）募集要項に関する質問受付 

募集要項の内容等に関する質問を以下のとおり受け付けます。 
   ①受付期間 ： 令和８年８月２４日（月）から令和８年８月２８日（金）まで 

②受付方法 ： 質問書（様式２）に記入のうえ、持参又はE-mailにて提出してくだ 
さい。 

③回答方法 ： 文書回答とし、質問者、現地説明会出席者へは、E-mailにより回答
いたします。 

 
１２ 提出書類 

mailto:kankoiju@city.minamisoma.lg.jp
http://www.city.minamisoma.lg.jp/
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【道の駅南相馬及び南相馬市サービスエリア利活用拠点施設】 
この要項により指定管理者の指定を受けようとする団体は、提出期間内に次の書類

を各１３部（正１部、副１２部）提出してください。 
（１）指定管理者指定申請書（様式第１号） 
（２）管理に関する業務の事業計画書（様式第２号） 
（３）自主事業計画書（様式第３号） 
（４）管理に関する業務の収支予算書（様式第４号） 
（５）利用料金の設定額（様式第５号） 
（６）納入金の提案書（様式第６号） 
（７）宣誓書（様式第７号） 
（８）定款の写し及び登記事項証明書（法人以外の団体にあっては、会則等） 
   ※申請日から遡って３ヶ月以内に発行されたもの 
（９）財務諸表（損益計算書及び貸借対照表）（直近２年分） 
（10）市税に関する納税証明書、又は未納がないことの証明書 
   ※申請日から遡って３ヶ月以内に発行されたもの 
（11）その他、市が必要と認める場合は、追加資料の提出を求める場合があります。 
 
１３ 申請書の提出先及び提出期限 
【道の駅南相馬及び南相馬市サービスエリア利活用拠点施設】 
（１）提出先は、南相馬市役所商工観光部観光移住課観光係です。 

（募集要項配布場所と同じ） 
（２）受付期間 ： 令和８年９月２５日（金）まで（土日祝祭日を除く） 

受付時間 ： 午前８時３０分から午後５時まで 
   持参のみの受付となります。 

 
１４ 指定管理者の選定等 
【道の駅南相馬及び南相馬市サービスエリア利活用拠点施設】 
（１）指定管理者選定の方式 

指定管理者の選定は、公募型プロポーザル方式とします。 
 

※ 公募型プロポーザル方式とは 
    選定する場合において、一定の条件を満たす候補者を公募し、当該業務に係る

実施体制、実施方針、プロジェクトに対する提案書の提出を受け、必要に応じヒ

アリングを実施した上で、提案書の評価を行い、当該業務に最も適した事業者を

選定する方式です。 
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（２）応募団体の審査 

   南相馬市指定管理者選定審査委員会において、まず書類審査を行い、その後書類審

査通過団体によるプレゼンテーションを実施し、それらを総合的に判断して、指定管

理者の候補団体（優先交渉権者）を決定します。 
   なお、書類審査通過団体によるプレゼンテーション審査については、１０月上旬を

予定しておりますが、詳細については、後日、対象団体へ通知します。 
（３）審査結果の通知及び公表 

   審査結果については、応募書類を提出した全団体に対して通知するとともに、ホー

ムページへの掲載等により公表いたします。 

（４）協定の締結 

   市と優先交渉権者は細目について協議を行い、仮協定を締結します。仮協定書は指

定議案及び予算の議決後、正式な協定書となるものです。 
 
１５ 選定の基準等 
【道の駅南相馬及び南相馬市サービスエリア利活用拠点施設】 
（１）選定基準 

   ①市民の平等な利用を確保することができるものであること 

②サービスの向上を図ることができるものであること 

③管理に係る経費の縮減を図ることができるものであること 

   ④事業計画書に沿った管理を安定して行う物的能力及び人的能力を有するものであ

ること 

⑤地域住民、団体や行政との連携を図ることができるものであること 

⑥業務の遂行上知り得た個人情報（個人に関する情報であって、特定の個人が識別

され、又は識別されえるものをいう。）を漏らし、又は不当な目的に使用しない

体制が整備されているものであること 
⑦事故災害等における利用者への安全かつ安心な避難など危機管理体制が確立して

いること 

⑧その他公の施設の性質又は目的に応じて市長が定める基準 

（２）審査項目 

①市民の平等な利用を確保すること 

ア 施設の設置目的及び市が示した基本方針の実現 
イ 平等な利用を図るための具体的手法及び期待される効果 
②サービスの向上を図ること 
ア 施設効用の最大化を図るための具体的手法及び期待される効果 

イ 利用者に対するサービスの向上を図るための具体的手法及び期待される効果 
③管理に係る経費の縮減を図ること 
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 ア 施設の管理運営に係る経費の縮減を図るための具体的手法及び期待される効果 

イ 施設の経費縮減に係る対策及び創意工夫 
④施設の管理を安定して行うための物的能力及び人的能力を有すること 
ア 安定的な運営が可能となる人的能力 

 イ 収支計画の内容、適格性及び実現の可能性 
ウ 安定的な運営が可能となる財政的基盤 
エ 類似施設の運営実績 
⑤地域住民、団体や行政との連携を図ることができること 
ア 利用者、利用団体等の要望把握、改善体制 
⑥個人情報保護の措置 
ア 個人情報の保護の措置 
⑦事故災害等における利用者への安全かつ安心な避難など危機管理体制の確立 

 ア 緊急時対応マニュアルの整備 
 
１６ 業務引継ぎ 

【道の駅南相馬及び南相馬市サービスエリア利活用拠点施設】 
   指定期間の終了、若しくは指定の取消し等により業務を引き継ぐ場合は、次期指定

管理者が円滑かつ支障なく業務を遂行できるようすみやかに業務引継ぎを行うものと

します。 
   なお、令和９年３月３１日以前に業務引継ぎに要した費用は、指定管理者として選

定された団体の負担とします。 
 

１７ 応募に際しての留意事項 
【道の駅南相馬及び南相馬市サービスエリア利活用拠点施設】 
（１）応募内容の変更禁止 

提出書類の内容を変更することはできません。 
（２）虚偽の記載をした場合の取扱い 

提出書類に虚偽の記載があった場合は、失格とします。 
（３）応募の辞退 

応募受付後に辞退する場合は、辞退届（様式３）を提出してください。 
（４）費用負担 

応募に関して必要となる費用は、応募団体の負担とします。 
（５）提出書類の取扱い 

提出書類の著作権は応募団体に帰属します。ただし、市は、指定管理者の決定の公表

等必要な場合は、事業計画書等の内容を無償で利用できるものとします。 
また、提出書類は、南相馬市情報公開条例に基づく情報公開の対象となります。 
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なお、提出書類は、理由の如何を問わず返却いたしません。 
（６）接触の禁止 

応募団体は、南相馬市指定管理者選定審査委員会委員、本件関係市職員に対し本件

応募について不正な接触を禁じます。不正な接触の事実が認められた場合には失格と

なります。 
（７）重複提案の禁止 

応募一団体につき一つの提案とします。 
 
１８ 指定管理者の取り消し等 
【道の駅南相馬及び南相馬市サービスエリア利活用拠点施設】 
   指定管理者の優先交渉権者が、正当な理由なくして協定の締結に応じない場合、事

業の履行が確実でないと認められる場合、又は、著しく社会的信用を失うこと等によ

り指定管理者としてふさわしくないと認められる場合は、指定管理者の指定の決定を

取り消すことがあります。 
 
１９ 暴力団排除措置 
【道の駅南相馬及び南相馬市サービスエリア利活用拠点施設】 
   指定管理者の指定を受けようとする団体又は指定を受けた団体等の役員等（法人に

あっては非常勤を含む役員及び支配人並びに営業所の代表者、その他団体にあっては

法人の役員等と同様の責任を有する代表者、理事等をいう。以下同じ。）が次のいずれ

かの事項に該当すると認められた場合は、当該団体について指定管理者の指定を行わ

ないこととし、また、指定後に該当する事態となった場合は、指定の取り消しその他必

要な措置を講ずることになります。 
（１） 暴力団の関係者（以下「暴力団関係者」という。）であると認められるとき。 
（２） 暴力団の威力を背景として、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律施行

規則（平成３年国家公安委員会規則第４号。）第１号各号に掲げる行為（以下「暴力

的不法行為等」という。）を行ったと認められるとき。 
（３） 暴力団、暴力団関係者又は暴力団関係者が経営若しくは運営に実質的に関与してい

ると認められる団体、法人等（以下「暴力団等」という。）に暴力的不法行為等をさ

せたと認められるとき。 
（４）  暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77号。以下「暴

力団対策法」という。）第２条第８号に規定する準暴力的不法行為を行い、又は同法

第 10条の規定に違反する行為を行ったと認められるとき。 
（５） 暴力団対策法第２条第７号に規定する暴力的要求行為に関与したと認められるとき。 
（６） 暴力団等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなど暴力団等の維持運営に

協力し、若しくは関与したと認められるとき。 
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（７）  自社、自己若しくは第三者の不正な利益を図り、又は第三者に債務の履行を強要し、
若しくは損害を加える目的をもって暴力団の威力又は暴力団等を利用したと認め

られるとき。 
（８） 暴力団等であると知りながら、暴力団等と下請契約や資材等の購入計画を締結する

など暴力団等を不当に利用したと認められるとき。 
（９） 暴力団等と社会的に非難されるべき関係を有していると認められるとき。 
 
２０ その他 
【道の駅南相馬及び南相馬市サービスエリア利活用拠点施設】 
（１）事業の継続が困難となった場合の措置 
   ①指定管理者の責めに帰すべき理由により業務の継続が困難になった場合は、  市

は、指定の取り消しができるものとします。その場合は、市に生じた損害は、指定

管理者が賠償するものとします。なお、次期指定管理者が円滑かつ支障なく、業務

を遂行できるよう引継ぎを行うものとします。 
   ②災害その他の不可抗力など市及び指定管理者双方の責めに帰すことのできない理

由により、業務の継続が困難になった場合は、事業継続の可否について協議するも

のとし、一定期間内に協議が整わないとき市は､協定を解除できるものとします。

なお、次期指定管理者が円滑かつ支障なく、業務を遂行できるよう引継ぎを行うも

のとします。 
（２）協定書の解釈に疑義が生じた場合又は協定書に定めのない事項が生じた場合は、市

と指定管理者は誠意をもって協議するものとします。 


